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○令和４年１１月１６日（水曜日）
○出席委員（５名）
　１番　教育長職務代理者　　　青　䕃　文　雄
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	教育総務課長
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○日　　程
　１　開　　　会
　２　会議時間の決定
　３　会議録署名委員の決定
　４　教育長の報告
　５　議　　　事
　　　日程第　１　（議案第２５号）令和４年度大和市教育費補正予算案について
　　　日程第　２　（議案第２６号）物品購入契約の締結について
　　　日程第　３　（議案第２７号）物品購入契約の締結について
　　　日程第　４　（報告第　６号）大和市教育委員会職員の人事について
　６　そ　の　他
　７　閉　　　会



	






	
	開会　午前１０時００分

	[bookmark: _Hlk96331470]○柿　本
　教育長
	
	　ただいまから、教育委員会１１月定例会を開会いたします。
　会議時間は正午までとします。
　今回の署名委員は、２番、森園委員、３番、前田委員にお願いいたします。
　続きまして、教育長からの報告をさせていただきます。
　初めに、前月定例会以降の動きについてご報告いたします。
　新型コロナウイルス感染症が下火になったことから、１１月はここ数年開催を控えていたイベントも多く開催されました。数が多うございますので、主なものに絞って報告させていただきますので、それ以外の件につきましてはお手元の資料でご確認をお願いいたします。
　１１月１日には、大和市歴史の日のイベントが開催されました。本年度より、大和市では１１月１日を日本で初めて歴史の日に制定いたしました。その開催イベントとして、シリウス健康テラスにおいて「大和歴史おもしろ話」のテーマで、文化振興課の市史文化財係職員による講演がございました。大和の歴史に関してあまり知られていない事柄も多くあり、時間を延長しての開催となりました。
　１１月３日には、大和市文化祭一般公募展表彰式が、２年ぶりに対面の形で催されました。今年も多くの作品が寄せられた中から表彰されましたとともに、文化憲章として文化芸術賞、文化芸術振興賞、文化芸術未来賞が３人の方に贈られました。
　１１月５日には、シリウスでやまと歴史シンポジウムが開催されました。維新から明治の時代を支えた歴史の偉人たちの末裔の方々が集結し、歴史から見た現在へのメッセージを語っていただきました。満席の会場からは笑いや拍手が沸き起こり、楽しいお話の中にも多くのことを考えさせられたシンポジウムとなりました。
　１１月８日には、３年ぶりとなる市長が語る大和市が開催され、３６０名の市民の参加があり、大木市長より、大和市の取組に関しましての報告がございました。
　１１月１１日には、本年度第２回の大和市総合教育会議が、「教育大綱関連事業の令和３年度の成果と取組の方向性について」を議題として開催されました。施策を進めることで確実な成果が確認できる一方、教育委員の皆様からは課題も整理され、今後の取組の方向も明らかとなったように思います。教育委員の皆様におかれましてはご参加ありがとうございました。
　１２日には、上和田小学校創立５０周年式典が催され、市長もご参加くださいました。また、引地台中学校、福田小学校におきましては、研究発表大会が催されました。
　以上で前月定例会以降の動きについての説明を終わらせていただき、新型コロナウイルス感染防止対応の報告をさせていただきます。
　第７波も収束に向かい、感染状況が少し落ち着いておりましたが、１０月の下旬よりまた学校現場での感染者が増えつつあるように思います。既に１１月に入って小学校５クラスが学級閉鎖となりました。第８波の声も聞かれるようになり、今後の感染状況を注視する必要がございます。
　前月定例会以降の感染者は１１月１１日時点で、児童生徒１６８人、教職員１３人で、ここまでの合計は児童生徒４，６０１人、教職員２７３人となりました。
　次に、令和４年度大和市議会第４回の定例会の日程をお伝えします。
　本会議は１１月２５日が初日、１２月２１日が最終日となっております。また、一般質問は１２月１４、１５、１６の３日間です。委員会に関しましては、文教市民経済常任委員会が１１月３０日、厚生常任委員会が１２月１日に予定されております。
　最後に、次月定例会までの予定でございますが、お手元の表でご確認いただきますようにお願いいたします。
　１１月１９日には大和市子ども読書フェステイバルが、２６日には青少年健全育成大会が予定されておりますので、教育委員の皆様のご出席もよろしくお願いいたします。
　私からの報告は以上でございます。
　ただいまの報告に関しまして質疑、ご意見等ございましたら、委員の皆様からお願いいたします。いかがでしょうか。
　前田委員、お願いいたします。

	○前　田
　委　員
	
	　１１月５日のやまと歴史シンポジウムなんですけど、私も参加させていただきまして、明治維新でいろんな面で活躍された方々のお話をじかに聞くことができて、とても興味深く楽しく聞くことができました。こういう話を児童生徒が聞くチャンスがあれば、もっと多くの児童生徒が興味関心を持って好きになるんじゃないかなと思いました。
　以上です。

	○柿　本
　教育長
	
	　ありがとうございます。ほかいかがでしょうか。
　森園委員、お願いいたします。

	○森　園
　委　員
	
	　たくさんの会にご出席いただいて、本当に大変だと思います。
　大和市歴史の日ですけれど、これ日本で初めての試みだということで、こういうふうに改めて地域を知る機会ということで、本当に良かったと思います。

	○柿　本
　教育長
	
	　ありがとうございます。ほかよろしいでしょうか。
　それでは、ただいまの報告に対する質疑のほうは終了させていただきます。

	
	
	
◎議　　事


	○柿　本
　教育長
	
	　議事に入ります。
　日程第１、議案第２５号「令和４年度大和市教育費補正予算案について」を議題といたします。
　細部説明を求めます。
　斉藤教育総務課長。

	○斉　藤
　教育総務
　課　長
	
	　こちら令和４年度大和市教育費補正予算案につきましては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定に基づきまして、市議会１２月定例会で市長が提案する予算案として、教育委員会として意見の申出をするものでございます。
　１ページをおめくりいただいた、横長の表になります。
　令和４年度教育費１１月補正予算案とあります。こちら補正のポイントとしましては３つほどございます。
　１つ目は、原油高騰によります光熱費の増額。２つ目に関しては、国が急遽交付することになりました交付金を活用することによるもの。３つ目に関しましては、学校施設、防災設備の不具合による至急の交換が必要ですので、それに伴う増額ということでございます。
　それではこちらの表の順にご説明をしたいと思います。
　まず、１０－２小学校費、１学校管理費のうち、０２小学校施設維持管理事業でございますが、原油価格高騰によります電気・ガスの価格高騰によりまして、光熱費の不足が見込まれるため補正するもので、４列目に補正額というのがございますけれども、１億９７３万円増額をさせていただきたいものでございます。
　こちらの光熱費の関係におきましては、中学校と学校給食共同調理場、これらにおいても同様の増額補正ということになります。補正額はまた後ほどご説明を申し上げます。
　続きまして、２教育振興費のうち、１０小学校図書館教育推進事業でございますが、こちらは国のオスプレイに関連しました再編関連訓練移転等交付金という、いわゆる補助金ですが、１０月に急遽交付される予定となり、その交付金を活用し、来年度の当初予算に計上する予定でありました老朽化している小学校と中学校の図書館用のパソコン、各校２台でございますけれども、この更新について、これを前倒しで行いたいものでございます。
　小学校につきましては補正額１，３５２万５，０００円を増額したいものでございます。中学校のほうは、後ほど中学校費のところで額を申し上げます。
　次に、中学校費でございますが、１学校管理費、０２中学校施設維持管理事業につきましては、先ほどの小学校と同様に、光熱費の不足が見込まれるため補正で、６，５１６万５，０００円の増額補正をしたいものでございます。
　次に、２教育振興費の１０中学校図書館教育推進事業でございますが、先ほどの小学校と同様に、交付金を活用しての図書館パソコンの更新でございまして、補正額につきましては６０５万４，０００円の増額補正でございます。
　次に、３学校建設費の１中学校大規模改修事業でございますが、平成１４年に設置をしておりました渋谷中学校の防災監視盤が、経年劣化により機能不全となってしまいましたので、可及的速やかに交換・更新を行いたいものでございます。なお、現時点におきましては、応急措置により警報機能自体は復旧をしております。補正額につきましては２，０２２万６，０００円の増額補正をお願いするものでございます。
　２ページ目をご覧ください。
　１０－５保健体育費、２学校給食管理費のうち、５から順に８までにつきましては、先ほどの小中学校と同様に調理施設の光熱費の補正でございまして、まず５北部学校給食共同調理場につきましては４２２万３，０００円、６中部学校給食共同調理場につきましては３２３万７，０００円、続きまして７南部学校給食共同調理場につきましては３２６万７，０００円、最後に８単独調理校運営事業が２２１万５，０００円、それぞれ増額補正させていただきたいものでございます。
　次に１５学校給食設備整備事業でございますけれども、先ほどの学校図書館のパソコンの更新と同じように、国のオスプレイ関連の補助金のが交付されることによりまして、中部調理場の食器消毒保管機や南部調理場の食器洗浄機、こちらの更新を行いたいものでございます。１，９７６万７，０００円の増額をしたいものでございます。
　一番下の繰越明許費でございますけれども、先ほどの不具合が生じた中学校の防災監視盤、こちらにつきましては製作に５か月程度かかる見込みでございます。そうしますと、設置工事は来年度となりますもので、この繰越明許費を設定させていただいているものでございます。
　説明は以上でございます。

	○柿　本
　教育長
	
	　細部説明が終わりました。
　質疑、ご意見等ございましたらお願いいたします。いかがでしょうか。
　はい、お願いいたします、青䕃委員。

	○青　䕃
　委　員
	
	　ご説明いただきありがとうございました。諸般の事情によって電力・ガスの高騰というものが否めなくて、これから何年後にどうなるかという展望が全く開けていない中で、もちろん各市町村には限りがあるものでしょうから、ぜひ、子供たちが劣悪な環境にならないようにしていただきたいということを思いつつ、両方のことを思います。
　ウクライナの子供たちが、学校を追われて自分のうちを追われて祖国を追われて、他国に行って教育もままならないという中で、そういう子供たちが教科書もなく無駄な時間を過ごしているな、というようなことを思うと、教育の重みということをですね。
大和の子供たちに決して不自由な思いをさせちゃいけませんが、ただ社会的な見地から、やはり教育をしっかりとしていかなきゃいけないのかなと、そんな思いがいっぱいでございますので、各学校にて、世界中のことを見てやってほしいということを、ちょっと何かのときにお話をしていただければうれしいなと思います。
　教場を追われた子供たちが、他国へ行って思うような教育を受けられていられないということがあったふうに書いてありますと、非常に心が痛みますので、ぜひ地球はたった一つしかなくて、そこに生きているこういう子供たちがいるんだということを、ぜひ何かの形で伝言なさっていただきたいなと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。

	○柿　本
　教育長
	
	　承知いたしました、ありがとうございます。
　ほかいかがでしょうか。よろしいでしょうか。
　ほかにないようでしたら、それでは質疑のほうを終結させていただきます。
　これより議案第２５号について採決いたします。
　本件の原案についてご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」の声あり）
　異議なしということで、議案第２５号は可決いたしました。
　ここで暫時休憩といたします。新型コロナウイルス感染症対策として、本議場内の説明員を必要な都度入替えいたします。
　それでは休憩に入ります。

	
	
	休憩　午前１０時１６分
再開　午前１０時１７分

	○柿　本
　教育長
	
	　再開いたします。
　続いて、日程第２、議案第２６号「物品購入契約の締結について」を議題といたします。
　細部説明を求めます。
　小林教育研究所長。

	○小　林
　教育研究
　所　長
	
	　それでは、物品購入契約の締結に当たり、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定に基づく市長への申出につきまして、議会提案させていただく予定の契約の内容についてご説明させていただきます。
　それではページをおめくりください。
　議会に提案する議案の案でございます。令和４年度教育用端末等購入につきまして、次のとおり物品購入契約を締結したいという内容でございます。
　契約の方法は条件付一般競争、契約の相手方は株式会社有隣堂大和営業所。
　２契約金額は８，５５０万９，１６０円でございます。
　納入場所は、大和市立中央林間小学校ほか２７校、全小中学校ということになります。
　入札の状況といたしましては、９月２８日に公告し、１０月１７日に開札を行ったものでございます。入札につきましては、３者から入札参加申請があり、１者が応札いたしました。仮契約を開札日と同日の１０月１７日にし、最終納入期日は令和５年３月３１日を予定しております。
　物品概要につきましては、教育用端末機１，４５２台を購入するものでございます。
　説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。

	○柿　本
　教育長
	
	　細部説明が終わりました。
　質疑、ご意見等ございましたらお願いいたします。いかがでしょうか。
　青䕃委員、お願いいたします。

	○青　䕃
　委　員
	
	　納入場所に関して、特定の学校名が記入してあることは何ゆえでしたか。

	○柿　本
　教育長
	
	　小林研究所長。

	○小　林
　教育研究
　所　長
	
	　市内の一番北の学校だからということでございます。

	○青　䕃
　委　員
	
	　何ゆえに一番北の学校が明記してあって、ほか２７校と書いてあってなぜ、市内２８校納入場所と明記しない、何か理由が。

	○柿　本
　教育長
	
	　斉藤教育総務課長。

	○斉　藤
　教育総務
　課　長
	
	　議会に市長が提案するこの議案書の記述のことをおっしゃっているんだと思うのですが、この表現自体は、納入場所が複数にまたがった場合は、ほか１、ほか２と省略するのが、議会の議案書の慣例ということです。特段目立った理由はございません。基本的にどの物品納入契約においても、複数以上の場合は、学校であれば代表校、この場合一番北の学校を代表に出して、ほか何校という、そういう言い方をしております。

	○青　䕃
　委　員
	
	　慣例上そうなっているという。一般の者は見たときに、２８校ある学校全校にこういうことをするというのに、何ゆえに代表校を１校立てるんだという、単純な質問が議会は出ないんですか。そういうことはかつてなかったですか。

	○柿　本
　教育長
	
	　教育総務課長。

	○斉　藤
　教育総務
　課　長
	
	　私の知る限りはないと思います。基本的には、議会側が決めていることでもあるもので、こちらのほうでというのはなかなか難しい面もあるんですが、市によっては一覧表を資料として付けたりというのは実際あるようではございます。

	○青　䕃
　委　員
	
	　分かりました。

	○斉　藤
　教育総務
　課　長
	
	　ただ、本市ではそのような方法はとってはいないということでございます。

	○青　䕃
　委　員
	
	　そういう慣例があるというのも結構ですが、ただ、特定校なら明記するのだけど、全校の場合、大和市内の全校にというふうにしたほうが、市民が見たときに、より分かりやすいご説明ではないかなと思います。ただ、慣例というのは変えてもいいわけですから、ぜひこれから貴重な市民税を使って購入するものだとすれば、市民に分かる方法というのも考えなきゃいけない。市民の方がいち早く明確に端的に分かる方法というのに関して、慣例だからこうなっているというのも甚だちょっと、ご検討を要するところかなと思いますので、よろしくお願いいたします。

	○柿　本
　教育長
	
	　ご意見ありがとうございました。
　森園委員、お願いいたします。

	○森　園
　委　員
	
	　今青䕃委員がおっしゃったように、やはり大和市立全小中学校とすぱっと書いたほうが分かると思います。何もここに代表校を入れる必要はないかと私も思います。
　あと、有隣堂さん、これは１者の申込みだったんでしょうか、８千万円という大きな金額の同意でございますので、ちょっとそれをお聞きしたいと思っております。

	○柿　本
　教育長
	
	　教育研究所長。

	○小　林
　教育研究
　所　長
	
	　３者から入札参加申請がありまして、有隣堂様が応札いたしました。１者に関しましては、必要台数を期間内に納入できないということで辞退され、もう１者は、導入した実績を条件に挙げていたのですが、そちらが満たないということで、結果１者となりました。

	○柿　本
　教育長
	
	　どうぞ、前田部長。

	○前　田
　教育部長
	
	　先ほど納入場所のところで表記が分かりづらいという、我々仕事をしている上であまり疑問に思ったこともありませんでした。ただ、今委員お二人が言われたように、市民の方にとって分かりにくいというのは、言われてみると本当にそうだなと、これは議会だけじゃなくて監査とかで指摘を受けるときも、同様なんですね。そういうのも含めて、ちょっとこういう意見があったということを伝えていきたいと思います。

	○青　䕃
　委　員
	
	　よろしくお願いいたします。ありがとうございます。

	○柿　本
　教育長
	
	　よろしいですか。
　ほかにないようでしたら、質疑のほうは終結させていただきます。
　これより議案第２６号について採決いたします。
　本件の原案についてご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」の声あり）
　異議なしということで、議案第２６号は可決いたしました。
　次に、日程第３、議案第２７号「物品購入契約の締結について」を議題といたします。
　細部説明を求めます。
　小林教育研究所長。

	○小　林
　教育研究
　所　長
	
	　よろしくお願いします。
　それでは、物品購入契約の締結に当たり地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定に基づく市長への申出につきまして、議会に提案させていただく予定の契約の内容についてご説明させていただきます。
　それでは、ページをおめくりください。
　議会へ提案する議案の案でございます。令和４年度大型提示装置等購入につきまして、次のとおり物品購入契約を締結したいという内容でございます。
　契約の方法は条件付一般競争、契約の相手方は株式会社有隣堂大和営業所。
　契約金額は４，９４１万６，２９０円でございます。
　納入場所は大和市立中央林間小学校ほか２７校とありますが、こちらも市立全小中学校ということになります。
　入札の状況といたしましては、９月２８日に公告し、１０月１７日に開札を行ったものでございます。入札につきましては、４者から入札参加申請があり、２者が応札いたしました。仮契約を開札日と同日の１０月１７日にしております。最終納入期日は令和５年３月３１日を予定しております。
　物品概要につきましては、液晶モニター等４７台、大型提示装置等を５０台購入するものでございます。
　説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。

	○柿　本
　教育長
	
	　細部説明が終わりました。
　質疑、ご意見等ございましたらお願いをいたします。
　では、質疑、ご意見等ございましたらお願いします。ほかにないようでしたらよろしいですか。
　では、続けさせていただきまして、これより議案第２７号について採決いたします。
　本件の原案についてご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」の声あり）
　異議なしということで、議案第２７号は可決いたしました。
　次に、日程第４、報告第６号「大和市教育委員会職員の人事について」は議事運営上、その他の後に審議することといたします。

	
	
	
◎その他


	○柿　本
　教育長
	
	　それでは、その他に入ります。
　事務局より何かございますか。
　委員の皆様から何かございますか。
　特にないようでしたら、１２月の会議の日程をお知らせします。
　１２月定例会は、１２月２６日月曜日午前１０時からを予定しております。
　それでは、先ほど日程変更いたしました日程第４、報告第６号は非公開とすべき人事案件として審議を非公開としたいと思いますが、ご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」の声あり）
　異議なしということで、日程第４は非公開といたします。
　関係者以外の退出をお願いいたします。
　なお、関係者として教育部長、教育総務課長を指定いたします。
　それでは、暫時休憩といたします。

	
	
	休憩　午前１０時２９分
再開　午前１０時３０分

	
	
	

	
	
	（非公開の審議）

	
	
	
◎閉　　会


	○柿　本
　教育長
	
	　以上で、本日の日程は全て終了いたしました。
　これにて教育委員会１１月定例会を閉会いたします。
　お疲れさまでございました。ありがとうございました。
閉会　午前１０時３５分
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